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 高強度フェムト秒レーザーと各種溶液との相互作用の結果、アブレーションやプラズマ生成に
伴い、金ナノコロイド溶液を試料とした場合でも超音波 [1,2] や X 線 [3,4] が発生し、さらに照
射するレーザーパルスをダブルパルス化すると超音波ならびにX線 [5] の強度が著しく増強する
ことが報告されている。本発表では、超音波発生における信号増強に関して概観するとともに、
X線発生における空気中でのレーザー集光に対する水溶液表面の最適位置に関して考察する。 
	
 フェムト秒レーザー（40 fs, 800 nm, 1 kHz）を偏光ビームスプリッタでプレパルス（s-pol.）とメ
インパルス（p-pol.）に分割し、光学遅延回路により最長 15nsの遅延時間 Δtを付した後、非軸放
物面鏡（f = 50mm）で大気圧下の水溶液液膜表面に集光（入射角 60°）照射した。Labviewで制
御された電動ステージにより液膜位置を z方向（レーザー照射軸方向）に走査させつつ X線強度
をガイガー計数管で測定した。Δt = 1.2 psではレーザー照射方向上流側 150 µmに新たな X線強度
のピークを観測した（Fig.1 (b)）。時間経過とともにこのピークは消失し、代わって下流側に新た
なピークが観測され始め、より遅い Δt = 15 nsではそのピーク位置は-150 µmに至ることを見いだ
した（Fig.1 (c)）。さらに、そのピール位置がプレパルス強度の低下に伴いより上流側にシフトす
ることも見いだした。これまでの報告例を考慮すれば、ピコ秒時間域での新たなピークはプレパ
ルス照射により誘起されたプラズマ生成によると考えられる。また 10 ns程度以降に観測される下
流側のピークは、アブレーションに伴う液体表面位置の移動、衝撃波の伝搬、液滴生成に起因す
る現象と考えられる。 

	
      
Fig.1 X-ray intensity as a function of the          Fig.2 The peak at the downstream shifts 
solution position, Z with different delay           more as the prepulse intensity increases. 
time at 1.2 ps (a) and at 15 ns (c).    
(a) represents the case with only the  
main pulse irradiation. 
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